
　

　

　

　　　　　

【　未来かなえネットに登録するメリットは？　】

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　  

　　　　　 

　　　　　

【　マイナンバーカードについて　】

  

         

　　　　　

　　　　　

　　　　  

　　　　　

気仙地域等の医療機関や介護事業所などの間で、病気やお薬、検査結果などの

医療情報を共有し、よりスピーディーかつ適切な医療・介護サービスに活用する

ためのコンピューターネットワークです（岩手中部地域や宮城県の施設などとも

連携し、情報共有しています）。

病院・薬局・介護事業所・訪問看護など、それぞれが持つ患者さんの情報をひと

つに結ぶことにより、的確な地域医療・介護サービスを提供します。

未来かなえネットとは？

医療と介護(ケアマネージャー)間の

情報共有により、病院の処置・処方

の確認や、退院後のケアプランに役

立ちます。

介護にも活用

救急車で搬送中、患者さんの過去の

病歴等について救急センターの医師

と共有でき、搬送後の治療が円滑に

進みます。

救急のとき

厚労省ではマイナンバーを利用して医療機関で受診した医療情報を連携できる

ように進めていますが、現在、全国各地で運用している地域医療情報ネットワー

ク（例：未来かなえネット）との連携が検討されております。

将来、未来かなえネットで集めた医療情報をマイナポータルで確認できるよう

に進めています。

マイナンバーカードと未来かなえネット

カルテやお薬手帳がなくても、タブ

レット端末を使い、オンラインで情

報を確認でき、安心して治療や介護

を継続できます。

災害対応にも

かかりつけ医と県立病院で、病状・

お薬・検査結果などを共有し、効果

的な医療サービスを受けることがで

きる。

病院を受診のとき
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